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1
　SirWalter　ScottのIvanhoe（1820）はUna　Pope－Hennessyの　tfirst　and
last　a　boy’s　book，　opening　up　exciting　horizons　to　the　young’（1948）①と
いう言葉に代表されるように，極く最近まで，少年向きの中世騎士冒険ロマンスと考
えられて来たが，1951年に発表されたDavid　Daichesの論文Scott’s　Achieve－
mentαsα　Novelist②を契機として，スコットの小説に対する再認識がすsめられる
にっれ，Ivanhoe　lc関しても新しい角度から眼が向けられるようになってきている。
　Da三chesの論文はGeorg　Luk5csのThe　Historical　Novel③1こ述べられている
ヘーゲル・マルクス的社会歴史観に立脚したスコットの小説観を更に進めたもので，
その要旨は，スコットの主要作品のテーマはすべてheroic　pastとunheroic　com－
mercial　presentとの対立と，　この推移途上における悲劇を歴史的に描いたものであ
り，性格の弱い主人公はすべてScottの分身であって，この対立する世界の両方に時
に引きずられながらも，結局は中道を進む理性的常識人なのである。彼らはJohn
Buchanが指摘するように単にt　eye　of　the　storm’的なobserverではなくてtsym－
bolical　observer’なのであり，　observeすると共に，理性的にこの歴史の流れを
判断できる人物なのである。彼らは過ぎ去った華々しい過去に憧がれながらも，現実
的な現代に適応することのできる妥協的人物なのであり，Abbotsfordの邸宅に，古き
良き時代の数々の美術品や記念品を並べ，昔の領主のような生活を楽しみながらも，
現実には，法律家として，小説家として，又実業家として精力的に働いt：　Scottその
人なのである，というのである。この理論はoraverleγ（1814）にはじまる，一連の
Scottish　novelsの分析には，非常に明解で，現在のスコット研究の母胎となってい
るが・スコットのように，多種多様の才能をもち，常に「大衆を飽きさせないこと」
（77）
を念願して，手法・題材を変えて来た作家の研究に際して，どの作品にもこの理論を
あてはめることは危険である。又Daiches自身も，∬vanhoeに関しては，
　　Anovel　like　lvαnhoe，　though　it　has　qualities　of　its　own，　is　muchmore
　　superficial　than　any　of　the　Scottish　novels，　and　iswritten　throughout
　　on　amuch　lower　plane・④
などと云って，評価も低いし，暗にIvanhoθに関しては，彼の理論の適用を控えてい
るかのようである。
　しかしJ』．Duncan⑤やA＆J・Calder⑥などが指摘するように，　Ivanhoθにも，
この対立のpatternが適用できるのである。ということはつまり，　Scott自身が，
OrαverleγやRob　Royで確立した「対立」のpatternを中世のNormanとSaxonの抗
争による変動期にみつけたというわけなのである。
　「対立」のテーマは，SaxonとNormanとの間の抗争を横の糸とし，古いNorman
騎士道や，古い封建貴族社会や，聖堂騎士団などの古い組織がリチャードー世をもり
立てる新しい国家統一の動きの前に崩壊していく対比が，縦の糸となって構成されて
いる。
　次のこの「対立jのテーマに加えて、この作品において，　Scottが執拗に追求し
っs“けた．nWhat　makes　a　good　king？“というテーマが，　Richard　the　Lionhearted
（一世）をめぐって求められている。スコットはThe　Lady　of　the　Lake（1810）
にはじまって，数多くの作品において，王や女王を描き続けたが，王として最もふさ
わしい資質は何か，という問題が常にSCOIt　tの胸裡に去来していたもののようである。
Scottは1826年10月20日国王ジョージ四世に謁見を許された日の日記に次のよ
うに書いている。
　　He　（i．e．　七he　King）is，　in　many　respec七s，　the　model　of　a　Br重tish
　　monarch……has　little　inclination　to　try　experiments　on　government
　　otherwise　than七hrough　his　ministers……desires　the　good　of　his
　　subjects，　is　kind　toward　the　distressed，　and　I　aln　sure　such　a
　　character　is　fitter　for　us　than　a　man　who　would　long　to　head
　　armies，　or　be　perpe七ually　intermeddling　with　la　grande　politique．
　　（彼はいろいろな点で英国王の模範である。……彼は大臣の手を通じることな
　　しに政治的冒険をすることもなく，……国民の福祉を望み，苦しむものには親
　　切の情を示す。私はそのような人柄の方が，大軍を率いることを念願したり，
　　政治的権謀術策に終始する人物よりも，我々にとってはるかにふさわしいのだ
　　ということを確信している）
（78）
　ジョージ四世が果してスコットの言うような「理想の君主」であったかどうかの問
題に関しては，多くの疑問が残されているが，とにかく彼の眼から見れば，personal
fame　in　chivalryばかりを追い求めるRichard一世も，（～uentin　l）urωard（1823）
に登場する陰謀家L・uis＋一世同様結局は失格なのであろう。
　IvαnhoeにおいてスコットはRichard　一世に数多くの人間的魅力を見出すことはで
きるが，彼の治世は，　「不必要な輝きを放って夜空を横切り，忽ちもとの闇に呑まれ
てしまう流れ星」〔356－7〕⑦のようなものであったと冷やかに述べている。
　Ivanhoeはこの二つのテーマ，　「対立」と「王」を基礎に組みたてられた作品であ
るが，中に盛られた色彩的中世絵巻模様に眩惑されて，従来批評家たちは，ともする
とKeni　lworth（1821）などと共にPageant　Novelsという名で呼んで来たのである。
又事実スコット自身も少年時代には，華やかな中世騎士ロマンスを読みふけったこ
ともあって，理性的な歴史家スコットと中世趣味のスコットとが，入り混っているこ
とも，中世趣味の絢燗さを強く読者に印象づけるもとになっていたのであろう。スコ
ットにあっては，中世趣味は単なる付焼刃的知識以上のものであった筈であるから。
　しかし，歴史家スコットが目指したものは，そのように表面的なものではなくて，
スコット自身が抱いていた中世社会観を描くことであった。Ivαnhoeに描かれた世界
はいくつかのanachronismはあるが，全体的に史実に忠実であると云われている。
Lukムcsはこのanachronismについて，「necessarY　anachronism’と称して，この
時代の精神をより明確に伝えるために，考証学的街学を排したScottの立場は正しい，
とのべているが⑥，私はこれを一歩すsめて，人物や出来事のanachronismについて
も，スコットは意識的に，史実とは合致しないanachronismを入れたのだと考えたい。
それらはスコットの中世観に必要な事柄だったからである。例えばItObin　Hoodは
スコットの中世観に切っても切れない関係にあった故に挿入されたのである。スコッ
トのエリザベス王朝時代観に欠かせない人物であったが故に，anachronismをも省
りみず，彼がKeni　lworthの中にShakespeareを登場させたのと全く同様である。
　アィヴァンホーに示されているスコットの中世観は，一般に受けとられてきた印象
とは裏腹に，中世礼讃どころではない。そこにあるのは，社会的混乱，教会の腐敗
ノーマン貴族の横暴と諸侯間の内部斗争の渦まく一種のchaosである・彼はこの乱世
が，リチャードー世の支配のもとに，より統一のとれた，サクソンでもノーマンでもない
新しい英国が出来上って行く過程を描いているのである。しかしこの作品は歴史では
なく，あくまでも小説であるために，スコットはいくつかの劇的エピソードを連ねる
ことによって，この歴史の流れを示すことを試みたのである。それ故，この小説では，
すべての人物，すべての場面，すべてのエピソードが，この歴史を伝えるSymbolで
（79）
あるといって差支えない。スコットは勿論後世の作家のようにSymboliSmを意識的
に使ったわけではない。又内容上も同じものではない。しかし一般に，比喩などによ
る詩的イメージはSymbolに頼ることが普通であるし，　HamletやOthelloなど劇中
の主要人物はそれぞれ個人であると同時に，ある類型の象徴となっているように，ス
コットの場合も技法上SymboliSmの範疇に入るものが多く使われているのである。
Shakespeareの場合をdramatic　symbo1とでも言うならば，スコットの場合は，
historical　symbolとでも言うべきもので，それぞれが「個々の事」（individual）
であると同時に，歴史の流れを象徴しているのである。
　それ故，私はこれらのSymbolを辿ることによって，スコットの抱いていた中世観
をよりよく理解することができるのではないかと思う。
?
　先にも述べたように，Scottはこの物語をはじめるにあたって，歴史的背景として，
Norman　Conquest以来，専横を極める征服者Norman貴族と，土地を奪われ，圧政に
苦しむ被征服者Saxonとの対立の時代を扱っている。この根深い「対立」に加えて，
リチャードー世が十字軍遠征で不在のため，英国には諸悪がはびこり，文字通りの
chaosとなっている。
　歴代のノーマン系国王は，政策として，サクソン勢力の弱体化につとめ，更にノー
マン家臣に特権を与えることによって，ただでさえ’　feudal　chain’の重みに喘ぐサ
クソン人の生活を一層苦しいものにしていた。〔2〕ここに最初の「王」のテーマを
見ることができるが，圧制のみを追求したのでは，サクソン系国民の恨みや反感を買
うことは必定であり，統一国家を築きあげる王の資質に欠けていることは論をまたな
いo
　更に「融和」のテーマも顔を出している。言葉のことであるが，Norman　French
はthon・ur’　“chivalry’　’justice’の言葉であり，また，すべての公用語となって
いる。一方サクソン語は農民など下層民の言語となりさがっているわけだが，ノーマ
ン系領主と農民との意志疎通用語として，フランス語とアングロ・サクソン語から合
成された新しい言語ができ，これが今日の英語のもととなった，とスコットは述べて
いる。〔2－3〕　こ～に「対立」と「融和」，それに「王」のテーマが提示されたわけ
である。
　「対立」のテーマで，Norman－Saxon　Confl　ict　lこついてであるが，　Norlnan貴族は
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リチャードの弟Prince　Johnの一派に属する聖堂騎士（Knight　Templar）のBois
Guilbert，　Johnの腹心Front－de－Boeuf，　De　Bracyが代表している。彼らは，
’Introduction　to　Ivanhoe’の中でScottがNormanの特色として述べている
｛t　high　spirit　of　military　fame，　personal　adventure，　and　whatever　could
distinguish　them　as　the　Fl　ower　of　Chivalrジ’に余り該当しない悪徳ノーマンで
あるが，往時は花開いたフランス風騎士道も，彼らの代にいたって末期的凋落の一路
を辿っているのである。
　BoisGuilbertはこの小説の最初から所謂悪役として登場する。彼はKnight
Templarsの中で最も，　「剛」をもって鳴る入物だが，　ttpride，　arrogance，　cruelty，
voluptuousness”の悪徳に深く染まり，“fear　of　earth”も　㌔we　of　heaven”も知
らぬ男である。〔25〕彼はt“halfsoldier，halfmonk”の身でありながら，キリスト
教も，Templarの誓いも無視する態度を示す。又その上彼はイヴを誘惑する悪魔を思
わせる言葉をもって，Rebeccaに迫る男なのである。
　　Mount　thee　behind　me　on　my　steed－on　Zamor，　the　gallant　horse　that
　　never　failed　his　rider．　I　won　him　in　single　fight　from　the　Soldan　of
　　Trebizond－mount，　I　say，　behind－in　one　short　hour　is　pursuit　and
　　inquiry　far　behind－anew　world　of　pleasure　opens　to　thee－to　me
　　anew　career　of　fame．　Let　them　speak　the　doorn　which　I　despise，　and
　　erase　the　name　of　Bois－Guilbert　from　their　list　of　monastic　sIaves．
　　〔380〕
　　（私の後に乗れ，私の愛馬ゼイマーに乗るのだ。常に乗り手に．満足をもたらす
　　駿馬なのだぞ。私はこの馬をトレビゾンドの大守との一騎打で手に入れたのだ。
　　さあ・乗れ，私の後に。一小一時間もすれば，追手も探索の手も遠く手の届
　　かぬ所となる筈だ。一　お前には新しい快楽の世界が開かれるのだ。一そして
　　私には新しい武勲の生涯が開かれるというわけだ。奴らには勝手に罪の宣告で
　　もやらせておけばよいのだ，私はそのようなものを軽蔑しているのだから。勝
　　手に教団の奴隷名簿からボア・ギルベールの名前を消させておけばよいのだ。）
　Front－de－Boeufの方はPrince　Johnの口から
　　aman　willing　to　swallow　three　manors　such　as　Ivanhoe　than　to　　　l
　　disgorge　one　of　them．〔106〕
　　（アイバンホー領などを一つでも吐き出す位なら，三つもまとめて呑み込むよ
　　うな男）
と評される「強欲」の権化であり，父殺しの罪を犯し，ユダヤ人Isaacの財産を拷問
（81）
によって奪おうとし，居城Torquilstone落城の際に落命して，　a　brave　addition　to
the　kingdom　of　Satan．〔242〕となる，　「悪魔」的人物である。
　De　Bracyは上記の二人よりはやy「騎士的」に描かれてはいるが，　「強欲」の罪
をもつと共に，Rowena姫を誘拐したりする悪人である。
　総じて彼らはScottに
　　It　is　grievous　to　think　that　those　val　iant　barons，　to　whose　stand
　　against　the　crown　the　liberties　of　Engl　and　were　indebted　for　their
　　existence，　should　themselves　have　been　such　dreadful　oppressors，
　　and　capabIe　of　excesses　contrary　not　only　to　the　laws　of　England，
　　but　to　those　of　nature　and　humani七y．〔181－2〕
　　（これら勇敢な貴族の王に対する抵抗のおかげで，英国の自由は存続し得たの
　　だが，一方彼ら自身は恐るべき圧制者であり，英国の法に反するばかりでなく
　　自然の掟や人の道にも反する極端な行為をやってのけたのを考えるのは嘆かわ
　　しいことだ。）
と嘆かせた，　「騎士道」の本質を忘れ去った悪徳の徒である。上の引用文からもわか
るように，スコットの考えでは，彼らは単にPrince　J』ohnの一派だけでなく，広くノ
ーマン貴族全体の堕落と横暴ぶりを象徴しているものとみてよかろう。
　一方被征服民族のサクソン人の境遇は，Norman達の言う“boar’　’dog’　’swi　ne’な
どの侮蔑的なepithetに端的に象徴されるが，豚飼いのGurthと道化のWambaが，
「犬の首輪」に似た農奴のしるしをつけていることなども大変象徴的である。たS”し
彼らはノーマン貴族の農奴ではなく，古い型のサクソン貴族Cedricの農奴なのであ
る。こういうわけで，GurthとWambaはNo　rman－S　axonの対立と，古いサクソンと
新しいサクソンの対立という二重の意味をもっているのである。又Gaskellも示唆し
ている所であるが，Gurthの猟犬Fangsが，ノーマン貴族Malvoisin（その名も「悪
い隣人」である）の部下に前足の爪を切りとられた事件は，明らかにサクソン人がノ
ーマン貴族に武器を奪われ，無力化されたことを象徴している。⑨
　又，老eS　Urfried（Ulrica）はサクソンの城，　Torquilstoneの領主Wolfgang　of
Torquilの姫だったが，　Front－de－Boeufの父に城を攻め落され，父も兄も弟も皆殺
しとなり，自分も征服者の餌食となり情婦として城に住みつS“けているのだが，彼女
はサクソンの女が辿った悲しい運命を示すと共に，古いサクソンの世界を示す二重の
シンボルである。彼女がノーマンを呪い，サクソン戦士の悲しい運命を物語る古いサ
クソンの歌を歌いながら，Torquiletone落城の際焼死することは，ノーマン貴族専
横時代の終焉を示すと共に，古いサクソン世界の終焉も象徴しているのである。
（82）
　サクソン側の抵抗として，さsやかな例では，WambaがCedricの館をたずねる
Bois－Guilbertの一行を，故意に違う方向に案内したことなどもそれであるが，ここ
で，　「サクソン・ノーマン融和」のシンボルであるIvanhoeが巡礼に身を変えて登場
し，一行を無事Cedricのもとに送りとどけることも，又シンボリカルである。
　サクソン人陣営では，Ivanhoeの父Cedricがサクソン王国の再建を夢みている。
CedricはScottのScottish　novelsに登場するスチュアート王党派（Jacobite）と
同型の人物で，移り行く時代の流れに抵抗して，古い世界を守ろうとするBaron
Bradwardine（Oraverleγ）やRedgauntletと同じ立場に立っている。サクソン出身で
あることをかくす風のあるサクソン人の間にあって，堂々とサクソンの風習を残し，
周囲のノーマン貴族に対抗して，サクソン人の誇りを示している。このため彼は，数
あるサクソン人の中でCedric七he　Saxonの名で呼ばれている。
　サクソンの名君アルフレッド大王の末商のRρwena姫を，王家の血を引くAthelstane
とめあわせ，この二人をもり立てることによって，サクソン王国の再建を望むCedric
だが，Rowena姫はCedr　i　cの息子Ivanhoeと恋仲となって，　Athelstaneとの結婚を
望まないし，Athelstaneの方もAthelstane　the　Unreadyと呼ばれている程優柔不断
なタイプで，熱のこもったCedricの説得も，　tared－hot　balI　aligh七ing　in　the
water’k148〕という状態である。
　このようなわけで，現実には，彼の館においてのみ，CedricはROWena姫をいた
だいて，SaXon風の生活と伝統を維持しているのである。そして，
　　Here，　at　least，　the　descendant　of　AIfred　still　reigns　a　princess．〔25〕
　　（少くともこSでは，アルフレッド王の子孫が王女として支配するのだ。）
というのが彼の誇りである。しかし，現実は彼の夢とは程遠いのである。Cedrieが
SaxonのQueenにしようと願うRρwena姫が，有名なAshby　de　la　Zoucheの御前試
合で，勝利者のIvanhoeによって，わずか二日聞のQueen　of　Love　and　Beautyに選
ばれたにすぎなかったことも，Cedricの「夢」と「現実」との開きを象徴している
のである。
　しかし，Cedr五cはRedgauntle七のように，徹底的に旧体制に没入している人物では
ない。リチャード王と彼のサクソン系家臣の十字軍遠征中における武勲を喜ぶ点など
に，新しい祖国として，Engl　andを受けいれる下地が出来かかっているのを示してい
る。Ashbyの試合のあとで，　Prince　Johnによって催された宴会の席で，　Cedricは，
「SirAthelstane　of　Coningsburghのために」というJohnの乾盃の音頭には，無言
で答えず，自分ではRichard　the　Lion－heartedのために乾盃をするのだが，　Athel－
staneへの失望と，　Ri　chardへの期待を象徴している場面である。〔119－20〕
（83）
　ノーマン貴族に対するサクソンの抵抗は，ノーマン貴族が立てこもる，Front－de－
Boeufの居城TorquilstoneをLocksley（Robin　Hood）のひきいるoutlawたちが，
Richardの助けを借りて攻め落すことでその頂点となっている。この争いで勝利を得
たのは，’」Richard　of　Anj・u“ではなくて、”Richard・f　Engl　and　”tごと宣言する王
に従うLocksley配下の名もない大衆と，　Cedric一行のサクソン人たちである。
（Locksley及びその部下もサクソン人である。）
　そして亡びていくものは，悪徳ノーマン貴族の社会と，Ulricaの死によって暗示
された，古いサクソンの伝統である。スコットは，Norman人のtrumpetと，サクソ
ン人のbugle（角笛）とを象徴的に用い，サクソン人解放の転機を，　Robin　Hoodの
部下が吹く角笛の響きによって示している。
　この戦いの後，Robin　HoodはじめCedricに至るまで，　Saxon人たちはRichardに
対しては，好意をもって接する態度を示す。そしてNormansもEnglish（Saxon）も
共に国民として対等に遇するというRichardの言葉に，　Cedricの頑くなな心もほぐれ，
Ri　chardの仲介で，以前は勘当していたIvanhoeを許し，　Rowena姫との結婚を認め
ることになるのである。
　IvanhoeはSaxonの出身でありながら，　NormanのRichard王のもとで十字軍遠征
に参加し，NormanとSaxonの「融和」を象徴する。彼はDaichesのいうSymbolicai
Observerであって，この物語の発展を始めから終りまで’observe’し続けるのであ
る。彼はサクソンの新しい世代を代表するばかりでなく，サクソンとノーマンをひっ
くるめた英国民の新しい世代を代表し，古い騎士道の華やかさにとらわれて，新しい
時代を担う国王の意識に欠けるRichardをいさめる役を演じている。そして，彼と
Rowena姫との結婚式には，　Saxon系ばかりでなく，　Norman系の客も多数列席し，
この両民族間の「融和」が達成されっっあるのを示している。
　彼がサクソン系でありながら，　「ノーマン騎士道」を最も高度に具現している点か
ら見ても，IvanhoeとRowenaとの婚儀は，文字通りSaxonとNormanの調和を示し
ていると見られよう。又IvanhOeが「騎士道の鑑」となったことは，そのまs　Norman
騎士道の衰微と堕落とを示していると思われる。
　Athelstaneはanachronismの最たるものとして，　John　Buchan等に非難されてい
るし，葬儀の途中に生き返るなど，不自然な点も多い喜劇的人物であるが，スコット
は平均的サクソン人のタイプとして彼を登場させたものらしく，この小説の中で彼の
演ずる役割はスコットの意図を，比較的直接的に表現している点で，注目に価いする。
そして彼も又「融和」のシンボルなのである。
　’brave’ではあるがtslow’“irresolute”unenterprising’　t　impassive’
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’gluttonous’などの形容詞が与えられているAthelstane　the　Un　readyは，到底サク
ソンの指導者となるだけの器ではなく，愛国者Cedricを失望させ続けるが，最後には，
Richardに主従の誓いをすることで，　Cedricの望みを完全に断ってしまう。　これを
非難する母EdithやCedricに対して彼は王国再建などの野望をもつことは，　㌦he
murder　of　some　thousand　of　quiet　folks”に終るのだと述べている。〔372〕結局
彼は小市民的常識人だったのであり，又彼の考えは，歴史家Scottの思想とも合致し
ているのである。Athelstaneは，サクソン王家の再興よりも，轟｝king　in　my　own
domains　c’になることを望んでいるとも言う。このdoma五nsという言葉をAbbotsford
におきかえてみれば，如何にこの考え方が，Scott自身の考えと共通しているかがわ
かるであろう。Scobtは過去の栄光をのみ追い求め，それに固執することが，悲惨と
貧困と混乱しかもたらさないことを，Maverteγ（1814）でも，　Rob　Roγ（1817）でも，
又Antiguarγ（1815）でもくり返し述べて来ているのである。
　今まで見て来た「対立」から「融和」への推移は，そのまy「古い世界」から一「新
しい世界」への移行を示すものであり，これはTorquilstone落城や，　Cedricの野望
挫折などによって象徴されているが，その他，WambaとGurthが農奴（serf）の身
分から解放されるエピソード，又多くのサクソン系青年が，IvanhOeのように，
Norman社会に融合するため父祖の地を去っていることなど，新しい時代の到来を象
徴するものも数多く見ることができる。
　次に「王」のテーマについてであるが，これは勿論Richard　the　Lionheartedを
中心に追求されている。先にも述べたように，Richard一世以前のノーマン系国王は，
サクソン弾圧，ノーマン貴族の特権擁護にのみ終始した，いわば欠陥国王ばかりであ
った。このためノーマン・サクソン両民族聞の根深い反目が惹起され，当時の英国は
全くの混乱状態となっていたわけなのである。
　スコットはRichardのKingshipを追求するにあたって，王位をうかがう弟の1）rince
John，サクソン王国再建を目指すCedr量c及びAthelstaneとの対比においてそれを行
っている。
　Prince　Johnは▽ohn　of　Anjou　’と名乗り，フランス国王と手を結んで，兄Richard
を亡きものにし，王位を手に入れようとする人物で，英国及び英国民に対する思いや
りなどは持ち合わせていないし，英国の「王」になるという意識もない。Scottは
De　Bracyの口を借りて，　Johnの性格を説明している。
　　……he五s　too　weak　to　be　a　de七ermined　monarch，　too　tyrannical　to　be
　　an　easy　monarch，　too　insolent　and　presumptuous　to　be　a　popuIar　monarch，
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　　and　too　fickle　and　timid　to　be　long　a　monarch　of　any　kind。〔124〕
　　（彼は腹のすわった王になるには余りに気が弱すぎ，御しやすい王となるには
　　余りに専横，大衆の人気を得るには横柄で高飛車にすぎ，いずれにせよ長く王
　　を続けるには余りに気まぐれで億病なのだ）
　彼は「伝統」，　「秩序」を無視し，周りのものの感情も意に介さない一種の「無法
者」で，また移り気のため権謀術策も不得手で，英国王としての必要な自覚と資格に
欠けていることが明白である。
　一方Cedricは愛国者ではあるが，余りに古いSaxon王国像にとらわれ，現実の世
界の流れを見る眼が欠けている。王にふさわしい気暁を持ち，Saxon人の間でCedric
tfie　Saxonの名で呼ばれるSaxonのチャンピオンではあるが，自分でSaxon人をひき
いて，彼の夢を実現しようとはしない。それに彼の意識にはノーマンとの融和を殆ど
考えていない。彼もやはり王としては資格に欠けているといわねばなるまい。
　Cedricがもり立てているAthelstaneの方も，決断力のない，野心の乏しい優柔不
断の人物であるばかりでなく，％rquiIstoneに捕われの身となった時，　身をもって
救おうとしたのは，Rowena姫とサクソン系の一行だけで，同じように捕われていた
ユダヤ人のlsaacとRbbeccaの救出は断固拒絶する態度を示すことなど，〔216〕彼は
狭いSaxon社会を越えた，大きい英国社会の意識を持ち合わせてはいないのである。
又皮肉なことに，彼は僧の姿に身をやつしてしのび込んだ道化のWambaに，主人Cedric
のため以外には，自らを犠牲にして救うわけにはいかないと救出を断わられるのであ
る。〔203〕Athelstaneは一般サクソン人の信頼も受けていないのである。　このよう
なわけで，上記の三人はいずれも，王としては不適格な人物であるのがわかる。
　Richard　一世は，生れながらにして王者の資質に恵まれた人物として描かれている。
彼は＋字軍遠征にでかけ，陰謀のため捕われの身となり，釈放された後も，身の安全
のためひそかに変装して英国に帰って来るが，Richard釈放のニュースは，留守中専
横をほしいまsにしていたPrince　Johnとその一派に非常な「恐怖」と「動揺」を与
える。〔121〕〔286〕彼は，いわば，　「正義」と「正統な王権」のシンボルなのであ
る。彼はノーマンでありながら，生臭坊主のFriar［［Uckと共にサクソンの歌を楽し
む「包容力」を持っている。〔137〕　彼はLocksleyの率いるサクソン人大衆と協力
して，ノーマン貴族の「悪徳」と「旧体制」のシンボルであるTorquiIstone城を攻
めおとす。彼はこSで，　「正義」を象徴すると共に，ノーマン，サクソン間の「融和」
をもたらす，新らしい英国造りの指導者なのである。数々の苦しみを味わったユダヤ
人のRεbeccaでさえ，’Richard　will　listen七〇my　apPeal　from　these　cruel
men．’k335〕と，彼の「正義」を信じている。彼はサクソン人からも，心からの臣下
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の誓いをうける。彼は「寛容」の心を持っている・，野盗に等しいLocksleyの身分や
所業を知っても，これを敢えて追求しようとはしないで，以前のことは許すといい，
〔351－2〕　弟Prince　Johnの陰謀を知っても，これを弾劾することをしない。〔351〕
彼はRichard　of　Anjouではなくて，　Richard　of　Englandと称し，〔366〕英国民がノ
ーマンであれ，サクソンであれ，協力してより平和な国造りをすることを願うのであ
る。
　これらはRichardの王としての美点であり，先に述べた，　ScottのIdeal　monarch
の概念とも合致するのであるが，常に物の両面を見る彼の眼は，欠点として「短気」
などいくつかのものを見逃しはしない。その最大のものが，今まで何度か述べてきた，
古い騎士道への愛着である。Scottは彼のこの性質について次のように述べている。
　　He　rushes　to　the　fray　as　if　he　were　summoned　to　a　banquet．〔239〕
　　（宴会にでも呼ばれたかのように，彼は戦斗に飛び込んで行く）
　　……such　is　indeed　the　fashion　of　Richard　－　a　true　knight－errant
　　he，　and　win　wander　in　wiId　adventure　trusting　the　prowess　of　his
　　sing正e　arm，……　while　the　weighty　affairs　of　his　kingdom　slumber，
　　and　his　own　safety　i　s　endangered．〔289〕
　　（それがリチャードのやり方なのだ一国事も自らの危険もかえりみず，武者
　　修業中の騎士のように，自分の腕を頼りに，冒険を求めて歩きまわる男なのだ）
Richard自身も，昂然と次のように言う。
　　Richard　Pl　antagenet　desires　no　more　fame　than　his　good　lance　and
　　sword　may　acquire　him－and　Richard　Plantagenet　is　prouder　of
　　achieving　an　adventure，　with　only　his　good　sword　and　his　good　arms
　　to　speed，　than　if　he　ted　to　battle　a　host　ofα　hundr　ed　ofα　thousαnd
　　αrmed　men．　〔355〕
　　（リチャード・プンタジネットは彼の槍と剣がもたらす名声の外は何も望まぬ
　　一　リチャード・プランタジネットは彼の剣と武器による武勲の方を，何十万
　　の大軍を戦場で率いることよりも誇りとするのだ）
　彼は個入の武勲を指導者としての能力よりも高く評価している。こSに彼の「王」
としての意識の欠如があるわけである。そしてこれに対して，歴史家スコットは
IVanhoeの口を借りてたしなめている。
　　But　your　kingdom　is　threatened　with　dissolution　and　civil　war－
　　your　subjects　menaced　with　every　species　of　evil，　if　deprived　of
　　their　sovereign　in　some　of　those　dangers　which　it　is　your　daiIy
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　　Pleasu「e　to　incur。　〔355〕
　　（もしあなたが毎日のように，好んで追い求めている危険の中で，あなたがた
　　おれるようなことがあったら，あなたの王国は瓦壊と内戦の危機に見舞われる
　　ことでしょうし，又国民はありとあらゆる悪に脅やかされるのです）
　「王」の資格としてはtKing　of　Outlaws’〔351〕とリチャードに呼びかけられる
Robin　Hoodの方が，リチャードにない美点を数多く備えているのが皮肉的である。
　結局の所，Richardは歴代のノーマン国王よりはるかに優れた王の資質を持っては
いたが，相争うサクソン，ノーマン両民族の融合を，彼の個人的魅力で一応達成した
ものの，なお英国王として，英国の繁栄と進歩を導くだけの名君ではなかったのであ
る。彼の騎士的冒険は，吟遊詩人の恰好の題材を提供したが，治世の面は，歴史的に
後世に範とすべきものは全然なかったとスコットは述べている。〔357〕凸
?
　以上「対立」と「王」とのテーマを中心に，スコットがIvanhoelcおいて描いた歴
史家スコットの視点をさぐったが，この主要テーマを中心として，スコットの中世社
会観を構成しているものにふれてみよう。
　華やかな中世を色どるべき「騎士道」は，堕落したノ・一一マン貴族が象徴するように，
全く衰微し切った，形骸だけのものとなっている。　「騎士道」の伝統を守るべきノー
マン貴族達は，無法者も同然である。又「騎士道」の「華」ともいうべき，華やかな
Ashbyの御前試合も，略奪，貧困，圧制などに苦しむ悲惨な英国民の眼を現実から外
らせ，暗い生活からの逃避の手段として催されたものとスコットは述べ，〔52－3〕　こ
のGentle　and　Joyous　Passage　of　Arlns　of　Ashbyにおいて，四人の騎士が死に，
三＋人以上のものは重傷を負い，うち数名は一生涯不具の身となって終った，と皮肉
的にその「野蛮性」を述べている。〔103－4〕
　この試合で勝利の栄光を得たIvanhoeとBl　ack　Kinght（実はRichard）は騎士道
を身をもって実践している。Richardに関しては，これがむしろマイナスの面となっ
て表われているが，Ivanhoeに関しては，先に述べたように，　「融和」と「新しい英
国」を象徴しているのと相俊って，　「騎士道」の美徳の象徴ともなっている。彼は死
を恐れず，　「名誉」を重んじ，何よりも「正義」を愛する人物である。　彼はBois
Guilbertに代表される「悪」と戦う。そして傷っいた身をもいとわず，魔女の疑い
をかけられたRebeccaの無実を証明する決斗試合におもむく騎士の鑑である。
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　しかし彼が信奉する「騎士道」は，後世に一片の碑文として残るばかりの空しい夢
にすぎないのではないかという疑問が，Rebeccaによって提示される。〔239－40〕
RebeCcaの疑問は，それ自体歴史家　Scottの抱いている疑問と共通するのである。
Scottは「騎士道」そのものに対しても批判的であるが，彼が小説lvanhoeにおいて
描いた中世は，IvanhOeが代表するような中世騎士道も，殆ど見られない乱世なので
ある。IvanhoeがAshbyの御前試合で栄冠を得たものの，深い手傷を負い，この物語
の残り殆ど全編を通じて．傷ついた姿で登場するのも，この病める騎士道を象徴して
いるように思われる。
　次に「教会」及び「キリスト教」に関してであるが，スコットの描いた中世は，また
　「教会」の堕落の時代なのである。登場する聖職者は悪魔的なBois－Guilbertは言う
に及ばず，華美な服装を好み，私服を肥やすAymer，　Prior　of　the　Abbey　Jorvaulx，
Robin　Hood輩下の破戒僧Friar　Tuck，　Athelstaneを欺すサクソン牧師などで，み
な堕落した人物ばかりである。そしてDuncanが指摘するように，真のキリスト教的
美徳の「自己犠牲」と「博愛」は，ユダヤ人のIsaacとRebeccaにしか見られないの
も非常な皮肉である。⑩
　この状態はtsunken　cross’〔15〕や，崩れかけた教会〔128〕などによって象徴され，
W鋤baが口にする。
　　The　nearer　the　church，　the　further　from　God．〔156〕
　　（教会に近ければそれだけ神様からは遠くなる）
などという諺にも示きれているが，最も象徴的なのは，fool（道化）のwambaが
Cedric救出のため僧侶に変装してTorquilstoneの城に忍び込むエピソードで，そ
れを扱う第二十六章へのmottoも
　　The　friar　wiII　of七en　play　the　fool，　The　fool　wiIl　play　the　friar．
　　（坊主は時々馬鹿な真似をし，馬鹿が坊主の真似をする）
としてあって，聖職の空文化，弱体化を示しているのである。
　しかし，スコットが最も激しく，攻撃しているのは、Bois　Guilbertの属している
Khight　Templarsで，彼らは，ユダヤ人をにくみ，サラセン入を殺我することが，良
きキリスト教徒の道としている一派で，〔217〕彼らが住む館，TemplestoweはReb－
eccaによってtden　of　evi1’（悪のすみか）という名で呼ばれている。〔330〕
　彼らはRebeccaを誘拐したBois　Guilbertの罪をかくすために，逆にRebeccaが
魔女であって，その魔力によって，Guilbertはたぶらかされ，理性を失わしめられ
たのだという訴えを起すような偽善者の群である。このため中世暗黒時代独特の「魔
女裁判」が行われ，彼女は型の如く有罪となり，火刑に処せられることになるが，危
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機一髪の時に，主人公Ivanhoeに無実を証明されるわけである。この一連の偽善行為
に加わるBoisGuilbert，　A1　bert　Malvoisin，　Grand　Master（総管長）の　Lucas
BeaumanoirはScottによって，冷酷なタッチで，その醜い裏面が暴かれている。一
貫してScottはTemplarsばかりでなく，宗教上の狂信の徒に対して，批判的，否定
的な立場をとっているが，バランスのとれた常識人のスコットにとって，偏執狂的な
宗教家は我慢がならなかったのであろう。
　このように暗い中世観の中で，印象的なのは，一般大衆の描き方である。御前試合
の群集は常に正義の味方であり，Prince　Johnの横暴を非難したり，騎士的なIvan－
hoeの活躍を，心から賞讃する。野盗の首領であるRobin　Hoodは常に「王者」の風
格をもって部下を統卒し，彼の部下は規律を守って彼につかえ，ノーマン貴族と教会
の不正に抵抗している。Serf（農奴）のWambaにせよGurthにせよ，自らを危険に
さらしても主人を救おうとする人物ばかりである。又R£　beccaの無実を槍をもって証
明する勇者となることをIvanhoeに依頼する手紙をとs“ける勇気ある男も，名もない
不具の男である。〔325〕
　スコットの史観では，新しい統一国家は，ノーマン貴族の力でも，教会の力によっ
てでもなく，健全な一般大衆の盛り上る意識によって発展する可能性を秘めているこ
とを示唆しているように思われる。又この扱い方が，マルクス主義史観に立っLuktlLcs
に強くアッピールする由縁ともなったもののようである。
　このようなわけで，総括的に見ると，Ivanhoeにおいてスコットが描いた申世世界
は，ノーマン，サクソンの対立，ノーマン騎士道の衰退，教会の腐敗しかない暗い世
界であり、Richard　一世による対立解消の努力が，一般大衆の動きと一緒になって，
より統一のとれた，より平和な国家へと進んで行く過程がその上に描かれているので
あるが，この動きが実を結ぶには，なお長い年月が必要なのである。Scottは，サク
ソンとノーマンの真の融和は，Edward三世（1327－77）治世の十四世紀になるま
では実現しなかったと述べているが，〔3〕IvanhOeの時代は＋二世紀の英国であるか
ら，尚二百年は，中世暗黒時代が続くと考えてよかろう。
　Rebeccaが英国を去るにあたって，　Iibwena姫に別れを告げに行くエピソードにお
いて，Rebeccaは英国の状況について，次のように言っている。
　　……the　people　of　Engl　and　are　a　fierce　race，　quarrelling　ever　with
　　theirneighbours　or　among　themselves，　and　ready　to　plunge　the　sword
　　in七〇the　bowels　of　each　other，　Such　is　no　safe　abode　for　the　children
　　of　my　people．〔391〕
　　（英国入は狂暴な民族です。隣りの民族に対しても，国内でも争いばかりをし
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　　ています。そして常にお互いに剣をつき立てようと身構えているのです。そのよ
　　うな所は私共の子孫のための安全な住み家とはならないのです）
　なお，Richard－lvanhoe一派の努力にもかsわらず，英国において，暗黒の混舌L状
態が続いていることを象徴する一節である。そして，キリスト教的「美徳」の象徴で
あるIsaacとRte　beccaが，英国を見捨てs去って行くというこの物語の結末は，　－
Dancanも指摘するように，英国中世社会に対する，スコットの否定的な歴史観を如実
に物語っているのである。
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